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国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）と
は
、
帰
国

子
女
等
、
親
の
職
業
の
関
係
等
で
国
を
超

え
て
進
学
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
継
続
的

に
学
習
で
き
る
よ
う
、
特
定
の
国
の
教
育

政
策
に
偏
ら
な
い
大
学
進
学
用
の
国
際
統

一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
ス
イ
ス
に
本

拠
地
が
あ
る
非
営
利
法
人
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
機
構
が
提
供
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
は
、

大
学
入
学
前
の
２
年
間
に
対
応
す
る
も
の

で
、
日
本
で
も
文
部
科
学
省
が
、
２
０
１
８

年
ま
で
に
導
入
校
を
２
０
０
校
ま
で
増
や
す

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

立
命
館
高
校
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
Ｉ
Ｂ

Ｄ
Ｐ
の
３
つ
の
中
核
―
―
Ｔ
Ｏ
Ｋ（Theory 

of Know
ledge

／
知
識
の
理
論
）、
Ｃ
Ａ
Ｓ

（C
reativity, Action, Service

／
創
造
性
・

活
動
・
奉
仕
）、
Ｅ
Ｅ
（Extended Essay

／
課
題
論
文
）
及
び
６
つ
の
科
目
群
を
通

し
て
全
人
的
な
教
育
を
行
い
、
探
究
心
や

進
取
の
精
神
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
語
を
除
く
全
科
目
の
授
業
を
英
語
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

で
、
生
徒
た
ち
が
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
の

特
質
を
実
践
す
る
包
括
的
な
学
び
の
機
会

と
な
り
ま
す
。

　

立
命
館
宇
治
高
等
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｂ

コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
１
学
年
25
人
。
Ｃ
Ａ

Ｓ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
教
員

が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

２
〜
３
人
の
生
徒
を
受
け
持
ち
、
活
動
の

進
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
の
中
核
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｃ

Ａ
Ｓ
は
、「
創
造
性
」「
活
動
」「
奉
仕
」
の

３
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

日
本
の
大
学
入
試
で
は
、
短
時
間
の
う

ち
に
正
解
を
多
く
出
せ
る
か
を
試
す
テ
ス

ト
で
、
一
回
勝
負
で
高
得
点
を
得
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、〝
い
い
大

学
〞
へ
多
く
の
生
徒
を
入
れ
よ
う
と
す
る

日
本
の
一
般
の
高
校
で
は
、
正
解
を
暗
記

し
て
い
く
受
験
勉
強
に
、
教
育
が
集
約
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
立
命
館
宇
治
高

校
の
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
自
発
的
に
〝
探
究
学
習
〞

を
組
み
立
て
、
学
び
の
手
法
も
自
ら
切
り

開
い
て
い
き
ま
す
。
通
常
の
授
業
科
目
で

も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
、
生
徒
が

自
ら
リ
サ
ー
チ
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
学
び
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。
文
科
省
も

次
期
学
習
指
導
要
領
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
か
じ
を
切
っ
た
現
在
、
立
命
館

宇
治
高
校
の
Ｉ
Ｂ
の
試
み
が
、
日
本
の
高

校
教
育
を
先
導
す
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
と
は
？

Ｃ
Ａ
Ｓ
と
は
？

Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
の
可
能
性

考
え
、行
動
し
、そ
し
て
社
会
に
働
き
か
け
る
。

立
命
館
宇
治
高
等
学
校
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス 

● 

Ｃ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム

立
命
館
宇
治
高
等
学
校
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
世
界
の
大
学
へ
の
出
願
・
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
）
に
準
じ
た
全
人
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
核
を
な
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
が
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
創
造
性
・
活
動
・
奉
仕
）」。

「
奉
仕
」
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
指
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
で
も
利
他
の
心
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

実
際
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
ど
ん
な
学
び
を
得
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　IBコース２年生の宝珠里さんは、イン
ターナショナルスクール出身。人前で話す
のが好きで、現在は生徒会長をしています。
　「私は人前で話すのが好きなので、ス
ピーチコンテストやプレゼンには積極的
に出ています。賞をいただいたこともあり
ます。審査員の方からも、人前で話す職業
につきなさいと言われました。でももし、
CASがなければ、このモチベーションも
続かなかったかもしれません」。という珠
里さん。スピーチの持続的なテーマは、「日
本の英語教育を変えたい」という思い。コ
ンテストは、自分の意見を学校以外の一般
の人にも聞いてもらえるチャンスだとと

　CASの活動を進めるのは生徒自身です。例
えば、宇治川の掃除をした時は、宇治市役所
の方にスーパーバイザーになっていただきま
したが、そのアポイントや相談もすべて、生徒
たちで行いました。
　また、CASでは、失敗も大事な経験と考え
ています。成功させることが目的ではなく、活
動のプロセスから何を学ぶか？　ですから、最
も大切なプロセスはリフレクションです。クリ
ティカルシンキングができているか、その
チェックは私たちもやりますが、生徒自身が自
分の〝強み〞を見つけたり、自己分析できたり
することに重きを置いています。

　IBコース３年生の樋原ありすさんは、ア
メリカ、カナダから、８歳の時に日本に帰
り、一般の小学校に転入しました。帰国子
女は一般的に、日本の学校に行かず、イン
ターナショナルスクールに通うケースが
多いのですが、ありすさんの場合も、日本
の学校に入ったものの、海外との落差を感
じていたそうです。そこで、IBコースのあ
る立命館宇治中学校・高校に入学しました。
　「CASでは、自分の好きなことや、今ま
でやったことのないことにチャレンジし
ていきます。大学入試でアピールするため
にするんじゃないんです。大きなプロジェ
クトでなくてもいいし、失敗してもいい。
私も、スキーのトリップをしようと企画し
ましたが、うまくプランできず断念しまし
た。でも、それはそれでいいんです。日本
人は成功した証を重視しますが、CASで
は成功したかどうかではなく、そこから何
を学べるかということが大切なので」とあ
りすさんは話す。
　実はありすさんは、2015年度のCASア
ワードで大賞を受賞しています。CASア

らえています。
　CASでは、幼稚園のボランティアに行
きました。「私は英語教育は幼稚園から始
めるべきだと思っています。今は小学生か
ら英語教育を始めていますが、それでは遅
すぎる。小学生になると自我が芽生えてき
て、恥ずかしがって話さなかったりしま
す。恥ずかしさを感じていない、幼稚園の
頃から英語を学び始めたら、もっと素直に
学べるのではないかと考えています」。
　珠里さんは将来を考え、IBコースの「学
習者像」に共鳴して、立命館宇治中学校・
高校を選択しました。「暗記中心の受験勉
強をするのは時間の無駄でしょう？」と珠

里さんは笑います。
　「現在のところ、進学は日本の大学を考
えています。日本で学んで、もし海外に行
きたくなったら、留学しようと思っていま
す。ただ、日本の大学に進学した時、周り
が意見のない人たちばかりだったらと思
うと少し不安ですね。でも、ディスカッ
ションをリードするスキルもここで学ん
できたので、みんなの役に立ちたいと思い
ます。立命館宇治高校の IBコースには、自
分のコンセプトを理解し、応援してくれる
先生がいます。入試がゴールではないとわ
かっている先生方がいることは、心強いで
すね」。 ワードとは、立命館宇治高校の IBコース

独自の制度で、２年間の CAS活動とポー
トフォリオを教員が評価します。ありすさ
んは、書道部に属し、模擬国連に参加する
など、さまざまな活動を行ってきました。
中には失敗したプロジェクトもありまし
た。それらの２年間の活動と、その活動に
対するリフレクション（省察）の深度から、
大賞に選ばれたのです。
　帰国後、日本の教育に抱いた違和感か
ら、ありすさんは、日本の教育を何とか変
えていくことはできないかと考えていま
す。「子供が好きなので、アメリカの大学
で、ボランティアや幼児教育を学んで、日
本に戻ってきたいです。今は、リベラル
アーツを学べる少人数の大学を中心に、出
願する大学を選んでいます。カリキュラム
を自分で組み立てられるので、幼児教育を
中心に、例えばビジネスなどの授業も、幅
広く受けてみたいと思っています。アメリ
カの大学は、社会との接点が多いので、理
論だけを詰め込むのではなく、社会の中で
実践的に学べるのがいいです」。

宝 珠里さんの活動

樋原ありすさんの活動

CASでは失敗も大事な経験
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きること




